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第 1 章 事業概要 

 

１．１ 事業目的 

 

近年、中大規模木造建築物の需要が増加する一方で、防耐火に関連する法制度による制

約や、それに伴うコストの増加が課題となっている。 

 

準耐火建築物において、木造の場合は一般的に「イ準耐火建築物」として設計される。

しかし、主要構造部（柱・床・はり・屋根・階段）を準耐火構造とする必要があり、耐火

被覆を施す手法が主流であるため、室内の木質化が難しい。また、構造材を現し（表し）

で使用する場合は、JAS 材等を用いた燃え代設計が求められるが、その結果、見え掛かり

の寸法が大きくなり、コストの増大や美観の低下といった課題が生じている。 

 

一方で、「ロ準耐火建築物 1 号」は、外壁を耐火構造とし、屋根を準耐火構造（延焼の

おそれのある部分）とすることで、内部（柱・床・はり・階段など）には防火上の制限が

なく、自由に設計することが可能である。そのため、建物によってはイ準耐火建築物より

もコストを抑えられ、かつ、内部を木質化した魅力的な建築が実現できる。ただし、外壁

を構成するはりと室内のはりの接合方法に課題があり、これが木造のロ準耐火建築物 1 号

の普及を妨げる要因となっている。 

 

一般社団法人 JBN・全国工務店協会は、ロ準耐火建築物 1 号の普及を促進するため、課

題となっている接合金物の標準化（市販化）を図り、専門の金物製造会社による安定した

品質と低コストでの製作を可能にする方策を検討した。 

 

本事業では、木造のロ準耐火建築物 1 号の普及を妨げるハードルを解消し、中大規模建

築物における木材利用の促進を図ることで、森林資源の有効活用に貢献することを目的と

する。 
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１．２ 事業内容及び実施体制 

 

本事業では、ロ準耐火建築物 1 号の耐火外壁に取り付く部材の開発・実用化を目指し、

構造性能および防火性能の検証を実施し、その結果をもとにマニュアルを作成した。本事

業の流れは以下の通りである。 

まず、検討委員会において、開発部材に求められる性能を整理し、低コスト化（一般

化・市販化）、設計や施工の容易化、品質の確保などの課題について検討を行った。 

次に、検討委員会での議論を踏まえ、要求性能を満たす接合金物の設計を行い、試作を

実施。その後、構造性能および防火性能の試験を行い、性能を検証した。 

試験終了後は、得られた試験結果をもとにマニュアルを作成し、成果報告会（WEB 開

催）を実施した。 

 

ア 検討委員会の開催等 

（1）開発部材対する助言（設計、性能、施工、材料） 

（2）低コスト化（一般化、市販化）、設計の容易化、品質の確保等の検討 

（3）構造試験、防耐火試験のスケジュール管理 

（4）成果普及方法の検討 

 

イ 製品・技術の試験、分析及び検証等 

  ・構造性能の検証 [第 2 章] 

    （於：試験場所：㈱カナイグループ、ハウスプラス確認検査㈱） 

  ・耐火性能の検証 [第 3 章] 

    （於：（公財）日本住宅・木材技術センター・ 壁炉（非載荷）） 

 

ウ 技術の普及活動の実施 

  ・マニュアルの作成 ［別冊］ 

・成果報告会の実施 

 

エ 事業報告書の作成及び成果の普及 

  ・報告書作成および一般公開 
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また本事業は、下記の体制により事業内容を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・事業実施主体： （一社）JBN・全国工務店協会 中大規模木造委員会技術開発ＷＧ 

・構造耐力性能検証のための仕様設計：株式会社日本システム設計 

・防耐火性能検証のための仕様設計：桜設計集団一級建築士事務所 

・性能試験：ハウスプラス確認検査株式会社 

     ：株式会社カナイ 

・耐火性能の検証：公益財団法人日本住宅・木材技術センター・ 

・性能評価試験体の製作：株式会社 東亜理科 

・設計・施工マニュアルの作成：JBN 中大規模木造委員会技術開発ＷＧ、桜設計集団一

級建築士事務所、株式会社カナイ、アイプラスアイ設計事務所、hyDesign 合同会社、

一般社団法人中大規模プレカット技術協会 

 

一般社団法人 JBN・全国工務店協会 

 役割：中大規模木造建築物施工事業者からの意見集約 等 

 

一般社団法人中大規模プレカット技術協会 

 役割：中大規模木造建築物施工事業者からの意見集約 等 

 

木造住宅接合金物協会 賛同事業者（株式会社カナイ 他） 

 役割：梁受け金物の設計、製作、耐力の確認、結果の考察 

床水平構面予備試験、床水平構面試験第三者性能評価試験の実施 等 

 

桜設計集団一級建築士事務所 代表 安井昇 他 

 役割：防耐火技術の提供・指導、防耐火実験結果の考察 等 

 

株式会社日本システム設計 山本徳人 

 役割：金物関係試験の技術的助言、構造計算等、技術サポート 

 

アイプラスアイ設計事務所 代表 飯塚豊 

 役割：モデルプランの作成 等 

検討委員会（中大規模木造委員会技術開発ＷＧ） 

（一社）JBN・全国工務店協会 
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第 2 章 ロ準耐火建築物 1 号の耐火構造外壁に使用する接合金物における        

柱梁接合部の性能評価 

 

2.1 検証目的 

 本事業では、ロ準耐火建築物 1 号の耐火構造外壁の胴差しと室内梁の接合を想定し(梁梁

接合部)開発した梁受け金物(SBR-1,2,3)において、耐火構造外壁の柱と室内梁の接合部(柱

梁接合部)についても、指定性能評価機関にて性能評価を行い、使用用途の拡充を図る。 

 
 

図 2.1-1 梁梁接合部・柱梁接合部 納まり図 
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写真 2.1-1 梁受け金物 SBR シリーズ及び接合具 

 

2.2 検証概要(予備試験) 

柱梁接合部の性能評価に先立ち、試験体形状の検討の為、予備試験を行った。 

性能評価に採用する構造耐力上不利側となる試験体の形状を判断することが目的である。 

 

予備試験は以下の通り、2 種類行った。 

 ①せっこうボード有無での比較試験 

 ②柱材のラミナ積層面に対する金物取付位置の違いによる比較試験 

 

試験体の概要、試験体図：表 2.2-1~2、図 2.2-1~4 参照 

試験実施日：2024 年 6 月 26 日～27 日 

試験体製作、試験場所：㈱カナイグループ  

 

表 2.2-1 試験体の概要(①せっこうボード有無) 

 

 

表 2.2-2 試験体の概要(②ラミナ積層面と金物位置) 

 

 

 

せっこうボード有無 梁成 梁受け金物 加力方向 試験体数

①-1 無し 270 SBR-3 順せん断 1

①-2 有り 270 SBR-3 順せん断 1

ラミナ積層面―金物位置 梁成 梁受け金物 加力方向 試験体数

②-1 直交 510 2-SBR-3 順せん断 3

②-2 平行 510 2-SBR-3 順せん断 3

 

梁受け金物 SBR-3／SBR-2／SBR-1 

 

ドリフトピン φ12×75 

 

皿頭スクリューねじ φ6×90 
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図 2.2-1 試験体図(①-1 せっこうボード無し) 

  

加力方向 
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図 2.2-2 試験体図(①-2 せっこうボード有り) 
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図 2.2-3 試験体図(②-1 ラミナ積層面直交方向) 
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図 2.2-4 試験体図(②-2 ラミナ積層面平行方向) 
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2.3 検証結果・考察(予備試験) 

①せっこうボード有無での比較試験 

・各試験から得られた耐力値等のデータを表 2.3-1、荷重－変位曲線を比較したグラフを図

2.3-1 に示す。耐力値は金物 1 個当たり(接合部一ヶ所)の数値としている。 

・いずれの試験体も掛け梁の割れによる破壊で耐力が決定しており、せっこうボード有無で

明らかな耐力差は見られなかった。過去に試験した梁梁接合部での同一梁成のデータ 1)を

鑑みて、ばらつきの範疇と判断する。 

 ［梁梁接合部 梁成 270(SBR-3) 順せん断性能評価時(n=6)のデータ］ 

Pmax 44.50~52.46kN(平均 47.22kN)、Py 23.19~26.72kN(平均 25.56kN)  

・2022 年に実施した梁梁接合部の性能評価時と同様、せっこうボード無しで評価を行う。 

・また開発当初からのポイントであった掛け梁の割れが優先的に発生したことにより、せっ

こうボードが脱落するような破壊に至らなかったことが確認出来た。 

(上張り：梁のめり込み、下張り：金物のめり込み) 

 

表 2.3-1 耐力値等 一覧 

 

 

図 2.3-1 荷重－変位曲線 比較グラフ 

Pmax Pmaxδ Py δy Pu δu

kN mm kN mm kN mm

①-1 無 54.37 25.08 32.18 2.74 48.31 29.39

①-2 有 48.58 29.75 28.01 2.65 45.00 30.00

せっこうボード有無

比較データ
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写真 2.3-1 

①-1 せっこうボード無し 試験前 

 

写真 2.3-2 

①-2 せっこうボード有り 試験前 

 

写真 2.3-3 

①-1 せっこうボード無し 試験後 

 

写真 2.3-4 

①-2 せっこうボード有り 試験後 

写真 2.3-5 

①-1 せっこうボード無し 試験後 

写真 2.3-6 

①-2 せっこうボード有り 試験後 
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②柱材のラミナ積層面に対する金物取付位置の違いによる比較試験 

・各試験から得られた耐力値等のデータを表 2.3-2、荷重－変位曲線を比較したグラフを図

2.3-2 に示す。耐力値は金物 1 個当たり(接合部一ヶ所)の数値としている。 

・ラミナ積層面平行方向の方が低い耐力値であった。(直交方向に対し、7%程度低い) 

・また破壊性状はいずれも柱の割れで耐力が決定しており、梁梁接合部の性能評価時の 

 耐力値に対し大きく下回る結果となった。参考データ 1)を以下に記載する。 

［梁梁接合部 梁成 510(2-SBR-3) 順せん断性能評価時(n=6)のデータ］ 

Pmax 110.26~119.34kN(平均 114.93kN)、Py 62.60~67.88kN(平均 66.49kN)  

・性能評価の試験は、ラミナ積層面平行方向で金物を取付けの上、試験を行う。 

・予備試験は、同一等級構成集成材 E65-F255 を使用したが、性能評価時の試験は、  

構造耐力上不利側と考えられる対称異等級構成集成材 E65-F225 を使用する。 

 

表 2.3-2 耐力値等 一覧 

 

 
図 2.3-2 荷重－変位曲線 比較グラフ 

Pmax Pmaxδ Py δy Pu δu

kN mm kN mm kN mm

②-1 直交 87.83 13.96 50.09 2.91 80.07 17.56

②-2 平行 85.32 13.71 46.60 2.53 78.57 18.74

ラミナ積層面－金物位置

比較データ(3体平均値)
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写真 2.3-7 

②-1 ラミナ積層面直交方向 試験前 

写真 2.3-8 

②-2 ラミナ積層面平行方向 試験前 

 

写真 2.3-9 

②-1 ラミナ積層面直交方向 試験後 

 

写真 2.3-10 

②-2 ラミナ積層面平行方向 試験後 

写真 2.3-11 

②-1 ラミナ積層面直交方向 試験後 

写真 2.3-12 

②-2 ラミナ積層面平行方向 試験後 
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2.4 検証概要(性能評価試験) 

柱梁接合部の予備試験結果から試験体形状を決定し、性能評価のための接合部試験を実施

した。試験体図等、詳細は評価書及び、試験報告書を参照頂きたい。 

 

試験内容、実施日等：表 2.4-1 参照 

指定性能評価機関：ハウスプラス住宅保証㈱ 

試験体製作：㈱カナイグループ 

試験場所：ハウスプラス住宅保証㈱、㈱カナイグループ  

 

表 2.4-1 試験内容一覧 

 
 

なお各金物仕様に対する最小梁成の試験は、許容耐力算定の基となる耐力値確認のため、

標準的な試験として各加力方法をハウスプラス住宅保証㈱及び当社にて、割り振って実施

した。最大梁成の試験は、順せん断において最小梁成との梁成の違いによる耐力値の変化

を加味して低減係数を設定するための確認試験という位置づけで当社にて実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

梁成 加力方法 柱 加力梁

順せん断 2024/9/2

逆せん断 2024/9/2~3

引張 2024/9/6

180 順せん断 2024/9/27 カナイ

順せん断 2024/9/5

逆せん断 2024/9/3

引張 2024/9/9

240 順せん断 2024/9/27 カナイ

順せん断 2024/9/5~6

逆せん断 2024/9/4

引張 2024/9/9

330 順せん断 2024/9/27~30 カナイ

順せん断 2024/9/24

逆せん断 2024/9/25

引張 2024/10/2

480 順せん断 2024/9/30

順せん断 2024/9/24

逆せん断 2024/9/26

引張 2024/10/2

600 順せん断 2024/9/27

最大梁成での耐力確認

2-SBR-3
510

すぎ集成材

対称異等級

E65-F225

すぎ集成材

対称異等級

E65-F225

カナイ
最小梁成での耐力確認

最大梁成での耐力確認

最小梁成での耐力確認

最大梁成での耐力確認

2-SBR-2
360

すぎ集成材

対称異等級

E65-F225

すぎ集成材

対称異等級

E65-F225

カナイ
最小梁成での耐力確認

ハウスプラス 最小梁成での耐力確認

最大梁成での耐力確認

SBR-3
270

すぎ集成材

対称異等級

E65-F225

すぎ無等級材
ハウスプラス

SBR-2
210

すぎ集成材

対称異等級

E65-F225

すぎ無等級材

すぎ無等級材
ハウスプラス 最小梁成での耐力確認

最大梁成での耐力確認

目的

SBR-1
120

すぎ集成材

対称異等級

E65-F225

梁受け金物
試験内容 使用木材

試験実施場所実施日
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2.5 検証結果・考察(性能評価 接合部試験) 

短期許容耐力をはじめ、各試験結果から得られた耐力値等の一覧を表 2.5-1 に示す。 

金物サイズ、使用個数により使い分けができる耐力値が概ね得られたと判断する。 

 

表 2.5-1 耐力値一覧 

 

 

2.6 結果報告書 

 本章に記載した指定性能評価機関での柱梁接合部の評価書及び試験報告書を掲載する。 

 

参考文献 

1） 評価書・評価報告書別紙(HP 評価(木)-22-010),令和 5 年 1 月 26 日ハウスプラス確認

検査株式会社 
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